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緒　言

　正確な身体計測値を求めることは，衣服設計のための

基礎資料として欠かすことができない。

　近年青年女子の体型が変化して来ていることを感じる．

　周径，長径にも変化が見られるが，体幹の形状にも大

きな変化が見られる．

　そこで我々は，成長期の青年女子の衣服設計における

基礎資料を得ることを目的として364名の身体計測値の

検討を行った．

　衣服設計を目的としての身体計測値の解析には多くの

統計的手法が用いられているが，我々は「度数分布につ

いて」と，いろいろな角度からの「相関関係」，又シルエ

ッター写真から「体幹の形状について」の検討を行った．

　身体計測値の度数分布は，統計的結果を適切かつ有効

に適用しようとする立場からも必要であり，平均値，標

準偏差などの統計量では得られないデータの全体像に関

する情報を把握することができる。得られたデータの分

布型から正規分布であるのか非正規分布であるのか，そ

して又分布の広がりを示す散布度がどのようになってい

るのか等，多方面から検討することが必要である．これ

は実測値そのものが理論分布を定義していると考えられ

るものだからである1）．

　特に身体計測値の出現範囲と出現頻度は，生産数量や

衣服サイズ規格を設定する時の有効な目安であり基礎的

な資料となる．

　又「相関関係」を見ることによって，かなり総合的な

観点から検討できると考えた．
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　そしてさらに「体幹の形状」を詳しく知ることは，パ

ターンメーキング，ボディーの製作，着装など被服造形

上大切なことである．日本人の体格調査に基づいて設定

された既製衣料サイズがあるが2⊃，部位の変異まで把握

していないように思われたので，体幹において着衣の主

要な部位の形状に関する詳細な身体計測値を求め体型の

把握を行った．

　そして，近年変化して来ている青年女子の体型を認識

し，明らかにすることを試みた．

　今回は，「度数分布」と「相関関係」の一部について報

告する．

資料・方法

　資料は，本学女子大学生364名（］9～20才）の身体計

測値である（1989年6月～9月計測）。

　計測方法は「衣服寸法設定のための身体計測実施要

領」により行った．

　今回の被験者の体格（身長，体重，胸囲）について，

全国資料3）と比較すると，すべての項目に優れて有意の

差が見られた．（表ユ参照）

　研究項目は，身体の大きさ又は形態を表わす基本的な

項目，及び衣服設計に直接関係する項目を選択したeす

なわち，身長，頭長，背丈，前丈，前下がり，胸囲，背肩

幅，肩幅，背幅，胸幅，乳頭下がり，乳頭間の幅，くび

付根囲，肩傾斜（右，左），体重，そで丈，ひじ丈，腕付

根囲，上腕最大囲，ひじ囲，手くび囲，掌囲，胴囲，腰

囲の計25項目である．

　各項目について度数分布を求めた．

　又度数分布の対称性を見るために歪度G1，及び裾の

長さの程度を見るために尖度G2を算出した．
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　この2つの係数による検出は正規分布からのずれが大

きい程，非正規性に対して強い検出力を持っていると言

える．

表1．被験者の体位

青　年 女　子

1989年 全国資料

1980年～1981年

19～20才 19才

一 一κ　　　3．D． ∫　　　ε．D．

身 長（cm） 158．08　4．94 156．2　　5．0

（n＝364） （n－780）

体 重（kg） 51．19　629 50．7　　6．1

（n＝364） （n＝761）

胸 囲（cm） 82．97　4．89 81．3　　5．0

（n幕364） （n＝780）

（G1）歪度
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図1．歪度と尖度の関係

結果及び考察

　表2は各項目の結果で，被験者数364，平均値x，標

準偏差5’．∠），歪度Gl，尖度G2を表わしたものである．

　図1は歪度を縦軸に，尖度を横軸にとり各項目を位置

づけたものである．

　これらの結果より，身長，頭長，背丈，前丈，背肩幅，

背幅，胸幅，乳頭下がり，肩傾斜（右，左），そで丈，ひ

じ囲，手くび囲，掌囲は，正規分布と認めることができ

る。

　肩幅，乳頭間幅，くび付根囲，前下がり，ひじ丈は，

歪度のみ有意に非正規性を示している．

　図2・3は，これらの度数分布を表わしたものである．

　正規分布を示したものの中で，標準偏差が少なく，分

布の広がりが少ないものに頭長，手くび囲，掌囲がある．

これらは平均値に多く集まっていて個人差が少ないとい

うことが言える．

　又標準偏差が大きく分布の広がりの大きいものに，身

長と肩傾斜（右，左）がある．身長には大きな個人差が

あるということが理解できる．肩傾斜の場合は平均値に

特に多く集まっていて，個人差が少ないということが言

えるが，平均値から離れた値を持つ人が大きい方にも小

さい方にも同程度いるということがわかる．又左右の肩

傾斜に差はほとんど認められない．

　肩幅，ひじ丈は，平均値より小さい方に裾を長く引き，

前下がり，くび付根囲は平均値より大きい方に裾を引い

ている。
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　度数分布の特徴として、劣偏型と急尖型があげられる

が，くび付根囲は最頻値が平均値の左側によった劣偏型

と言える．

　非正規分布を示しているものに，胸囲，体重，上腕最

大囲，腕付根囲，胴囲，腰囲があげられる．

　歪度，尖度ともに正規分布から大きくはずれた値を示

している．体重，胴囲，腕付根囲，上腕最大囲，胸囲は

最頻値が平均値より少し小さい所にあり，しかも計測値

の大きい方に長く裾を引いている．

　非正規分布を示すものは，歪度，尖度とも分布の末端

に存在するデータの影響を受けていると考えられたのでレ

歪度が正規分布と有意葦を示さなくなるまで，大きい方

から逐次データを省いて行き，残りの部分の正規性の検

定を行った．

　ここでとりあげたものは，衣服設計において最も基本

的なものとされる．胸囲，胴囲，腰囲である．
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　図4は非正規分布を示したものと，胸囲，胴囲，腰囲

の新しい度数分布である。胸囲と胴囲と腰囲については

実測値の度数分布と比較するとわかるが，歪度が正規性

検定の棄却域をはずれる所がある．胸囲では91．5cm以

上の20人（全体の5．5％），胴囲では71．5cm以上の21人

（全体の5，77％），腰囲では101cm以上の11人（全体の

3．　02　％）であった．

　これらのデータを除くと正規分布型となることがわか

った．上側末端の値が影響していたことがわかる。

　しかし，衣服サイズをどこからどこまで設定すべきか，

又設定された各サイズの衣服をどの位ずっ生産したらよ

いかについて考える時，この正規性からはずれる値につ

いては，見のがすことができないように思われる．これ

を見のがせば，既製服を生産する時，対象者がいるのに

それに見合うサイズが用意されていないという結果にな

る，

　胸囲，胴囲，腰囲の非正規型を示した度数分布から，

平均値の下側では，サイズ数は少なくて良いが，それぞ

れの生産数量は，多くしなければならないということが

理解できる．又平均値の上側においては，サイズ数は多

くしなければならないが生産数量は，少量で良いという

ことが読みとれる．

　正規分布であることを前提としている統計解析をする

場合は，非正規型の項目は対数変換などの方法により正

規分布に近づける必要があると言われるが4｝，衣服設計

のための身体計測値の度数分布に関しては，正規分布に

近づける必要はないように思われる．現状を良くふまえ

た上で既製服における生産量を考慮するべきである．

　衣服サイズの設定には，胸囲と腰囲，胴囲と腰囲，胸

囲と腰囲と身長，胸囲と胴囲と腰囲と身長等と2項目以

上を基準とすることが多い．
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図5．相　関　関　係

　胸囲と胴囲の相関係数　r＝0．807

　胸囲と腰囲の相関係数r＝0．778

　胴囲と腰囲の相関係数r＝0．828と，どの場合も相

関関係が深いことを示している．

　これらは衣服サイズを設定する上において，大いに役

立っ資料であると思われる．

　胸囲，胴囲，腰囲のそれぞれと身長の相関関係は，ほ

とんどない．

　以上のような結果が得られた．資料364名の計測値か

ら得られたものであるが，比較資料が乏しいと感じる．

今後さらに資料を増やし，検討する必要があると思われ

た．又年次別変化についても考慮する予定である．

要　約

　青年女子の衣服設計における基礎資料を得ることを目

的として364名の本学女子大生（19～20才）の身体計測

値を求め検討を試みた。

　1）正規分布を示すものには，身長，頭長，背丈，前

丈，背肩幅，背幅，胸幅，乳頭下がり，肩傾斜（右，．左），

そで丈，ひじ囲，手くび囲，掌囲等があり，非正規分布

を示すものには，胸囲，体重，上腕最大囲，腕付根囲，

胴囲，腰囲がある。又歪度のみ非正規性を示したものに，

肩幅，乳頭間の幅，くび付根囲，前下がり，ひじ丈等が

あった．

　これは，「骨の長さ及びそれに関係する項目は，正規

分布を示し，肥満，痩身に関係する項目は非正規分布に

なる」5｝という認識に沿うものである．

　非正規分布を示したものは，歪度，尖度において末端

のデータの影響を受けているということがわかった．特

に胸囲，胴囲，腰囲においては，上側末端のデータが大

きく影響していた．

　しかし衣服設計のための身体計測値の度数分布に関し

ては，正規分布に近づける必要はなく現状をふまえた上

で衣服設計をするべきであるということが理解できた，

　正規分布に基づいて既製服を生産すると小さいサイズ
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では対象者がいないのに不必要なサイズが用意されてい

て，大きいサイズでは対象者がいるのにそれに見合うサ

イズがないという結果になりかねない．

　2）胸囲，胴囲，腰囲はそれぞれに深い相関関係があ

る．胸囲と胴囲の相関係数　r＝0．807，胸囲と腰囲の

相関係数　プ＝0．778，胴囲と腰囲の相関係数　r＝

0．828，である．

　相関係数が高い2変数の場合は，回帰係数を求めて、

xに基づくyの値を推定することができる．他項目から

推定値が得られれば，計測しにくい項目を，計測しやす

い項目から推定したり計測項目を少なくすることができ

る6）．

　このように相関関係をみることも，衣服サイズを設定

する上において，大切な資料であると思われる．

　おわりにご助言を賜わりました東京家政大学赤見仁教

授に深く感謝申し上げます．

　なお本研究は，平成二年度本学特別研究費によって行

ったものである．
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